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研究成果の概要（和文）：　終夜睡眠ポリソムノグラフィ検査でSASと診断された患者39名（男性25名、女性14
名）を対象とし、血液検査結果の解析を行った。
靭帯石灰化に関する過去の報告と同様、無機質代謝やアルカリフォスファターゼには、顕著な異常は認められな
かった。靭帯骨化症に関連するとされるレプチン濃度は、男性で2.0～26.8ng/ml、女性で3.8～34.8ng/mlに分布
し、39名中9名（男性5名、女性4名）が異常な高値（男性13.0 ng/ml以上、女性21.8 ng/ml以上）を示した。レ
プチン濃度は、肥満度（BMI）と正の相関が認められ、加えて、SAS重症度（AHI）との間にも正の相関が認めら
れた。

研究成果の概要（英文）：Last year we investigated the characteristics of sleep apnea in patients 
from the results of their blood tests. The blood tests were performed on 39 patients (Male:25, 
Female:14) with sleep apnea syndrome (SAS) who were diagnosed using full-night polysomnography.
There were no morbid findings in mineral metabolism or levels of Alkaline phosphatase. These results
 correspond to previous studies regarding the calcification of ligaments. In a previous study, it 
had been reported that Leptin may be related with ligament osteosis. The level of Leptin in the male
 SAS patients ranged from 2.0 to 26.8 ng/ml, and from 3.8 to 34.8 ng/ml in the female SAS patients. 
In nine (Male:5, Female:4) of the 39 patients, the level of Leptin indicated an abnormal value, over
 13.0 ng/ml in the males, and over 21.8 ng/ml in the females. In addition, there were significant 
positive correlations between the level of Leptin and obesity (Body mass index: BMI), and SAS 
severity (Apnea-hypoapnea index: AHI).

研究分野：睡眠時無呼吸症候群
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１．研究開始当初の背景 
 
図１に本研究の位置づけを示す。これまで、
睡眠時無呼吸症候群（OSA）と肥満との関連
についてはさまざまな検討がなされている。
しかし、日本人においては、欧米とは異なり
極度な肥満は少ない。そのため、顎顔面頭蓋
形態との関連などさまざまな検討がされて
きた 1～6)。その中には、下記に示すような、
アテローム性動脈硬化症（石灰化）、高カル
シウム血症など石灰化やカルシウム代謝と
の関連 2,3)を報告するものもある。 
今回、検討対象とした項靱帯の石灰化・頸
椎骨棘形成は OSA の主要リスクファクター
である肥満との関連は報告 1)されているも
のの、OSA との直接的な関連は報告されて
いない。研究代表者は 2009 年｢A case of 
obstructive sleep apnea with anterior 
cervical osteophytes ｣ （ Journal of Oral 
Rehabilitation）のなかで、これらを有する
OSA 患者について報告した。また過去には、
広汎性特発性骨増殖を有する OSA 症例の報
告もいくつか見られる。しかしながら、これ
まで項靱帯の石灰化と OSA の関連について
詳細に検討した研究はみられない。 

図１．Diagram representing the present 
study’s hypothesis and its relationship 
with prior studies. 
 
２．研究の目的 

OSA および単純いびき症患者における項
靱帯石灰化と頸椎骨棘形成の発現率を明確
にし、これら骨過形成の OSA 重症度に対す
る影響について検討すること 
 
３．研究の方法 
 鶴見大学歯学部附属病院いびき外来を受
診し、終夜睡眠ポリソムノグラフィ検査で
OSA または単純いびき症と診断された患者
を対象とし、側方頭部 X線規格写真上で、項
靱帯石灰化の長さ、および骨棘が形成された
頸椎の数を調査した。画像解析ソフトウェア
を用いて、項靱帯の石灰化・頸椎上の骨棘形
成の有無を観察した。また、項靱帯石灰化物
の長径および骨棘が形成された頸椎の位置
および数を調査した（図２）。 
 被験者は OSA 患者と単純いびき症 80 名
（男性 60、女性 20名）とした（表１）。  
 

 
表１．Characteristics of the patients. Range 
and mean・standard deviation 
 

 
図２．Investigation items on the 
cephalometric image. 
 
４．研究成果 
 
結果を下記にに示す（図３，表 2-4）． 
項靱帯の石灰化は、男性（51.7％）におい
て、女性（30.0％）と比較し、高い頻度で認
められた（表１）。 
項靱帯の石灰化と AHI との間に有意な正
の相関が認められ、OSAと靭帯の石灰化の間
に関連性があることが示唆された。OSA患者
では、狭窄した気道を広げるため、代償的性
に頭位変化が生じる。この頭位変化による頸
部への機械的ストレスが、項靭帯の石灰化に
影響していることが考えられた。 
 

 
図３．Difference in apnoea–hypopnoea 
index between patients with or without 
calcification of the nuchal ligament (Left 
panel) and between patients with or 
without osteophytes of the cervical 
spine(right panel) (Wilcoxon *P < 0.05). 
 



 
表 ２． Correlations of the presence of 
calcification of the nuchal ligament and 
osteophytes of the cervical spine with AHI 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３． Simple correlations between the 
variables in all patients 
 
 そこで、さらに機械的ストレス以外の要因
を抽出すべく、本学内科を受診し終夜睡眠ポ
リソムノグラフィ（PSG）検査で SAS と診断
された患者を対象とし、血液検査結果の解析
を行った。被験者は、SAS 患者 39 名（男性
25 名、女性 14 名）である。靭帯石灰化に関
する過去の報告と同様、無機質代謝やアルカ
リフォスファターゼには、顕著な異常は認め
られなかった。レプチン濃度は、男性で 2.0
～26.8ng/ml（平均 9.2±6.31ng/ml）、女性で
3.8～34.8ng/ml（平均 16.3±9.91ng/ml）に
分布し、39名中 9名（男性 5名、女性 4名）
が異常な高値（男性 13.0 ng/ml 以上、女性
21.8 ng/ml 以上）を示した。 
レプチンは、脂肪組織から分泌され、摂食
抑制やエネルギー消費を促進するホルモン
で、体脂肪量と相関し肥満者で高値傾向を示
す。本研究においても、BMI と正の相関が認
められ、加えて、SAS 重症度（AHI）との間に

も正の相関が認められた。 
過去の報告において、脊柱靭帯骨化症にお
けるレプチン濃度が検討されており、女性脊
柱靭帯骨化症群では平均9.79±5.06ng/mlで、
女性対照群7.31±3.47ng/mlと比較し有意に
高値であったとしている。これら過去の報告
と比較し、本研究の女性 SAS 患者のレプチン
濃度はさらに高値を示しており、項靱帯の石
灰化および頚椎の骨棘形成へのレプチンの
関与が示唆された。 
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